
Available to license: A simple and reliable method for analysing MRI data of the liver and 
other visceral tissues with a high fat content

インフルエンザは、伝染性が非常に強い呼吸器感染

症で、世界保健機関（WHO）は、毎年、3‐5百万件
の重症疾患と25‐50万人の死亡を引き起こすと見積
もっています。インフルエンザの2つの型：A型イン
フルエンザのH1亜型及びH3亜型およびB型インフル
エンザの山形系統及びビクトリア系統がヒトに感染

します。

インフルエンザの予防

インフルエンザ感染を予防する最も効果的な方法は、

予防接種によるものです。現在のワクチンは、表面

抗原、特に主要インフルエンザ抗原の血球凝集素に

対する免疫応答を誘導します。血球凝集素は非常に

多様であり、急速に変異するので、毎年新しいワク

チンを開発し、投与する必要があります。

毎年のワクチン開発は、次のシーズンにどの菌株

が流行するかのWHOの予測に基づいています。
このプロセスはインフルエンザシーズンの少なく

とも6ヶ月前に実施しなければならないため、実際
のインフルエンザシーズンに流行している菌株と

ワクチンに使用されている菌株とは必ずしも一致

しません。

インフルエンザワクチンは、全体が不活化された

又は生弱毒化インフルエンザウイルスを使用して、

レシピエントの免疫応答を引き起こします。通常、

A型インフルエンザのH1亜型及びH3亜型およびB型
インフルエンザの1つまたは2つの系統は、流行する
インフルエンザウイルスに対して幅広い保護をもた

らすために、ワクチンに含まれています。しかし、

流行するインフルエンザウイルスの変異はしばしば、

ワクチンがもはやその後数年間の感染に対する十分

な保護を提供しないことを意味します。

例えば、英国公衆衛生局報告書は、昨年、ワクチン

の接種は高齢者がインフルエンザを発症する機会を

減少させなかったとし、より効果的なワクチンの

必要性を強調することを示しました。

普遍的なワクチン

オックスフォードの研究者は、H1N1インフルエンザ
ウイルスの血球凝集素タンパク質の頭部ドメインに

おいて、高い免疫原性を示し変異性も限られている

エピトープを同定しました。この領域は、以前は

強い免疫選択のためにもっぱら非常に変異しやすい

と考えられていた領域です。

研究者は、「普遍的な」ワクチンを作成し、変異性が

限られているエピトープの4つのコンフォメーション
に対してワクチン接種することによって、全ての

過去のH1N1株に免疫を誘導するという有望な結果を
示しました。数学モデル化の研究が新しいインフル

エンザワクチンの開発につながったのは初めてのこと

です。

商業化

オックスフォード・ユニバーシティ・イノベーション

は、この技術に関する特許出願を行っています。

オックスフォードの研究者は、高い免疫原性を示すとともに、変異性が限られている、

H1血球凝集素表面上のエピトープを標的とする普遍的なワクチンを開発しました。 
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